


人間は神の道徳的かたちに造られた(→創世記１：26、5：1)ので、創造者に対する愛と忠誠とを
表明する機会が与えられました。
わたしたちは人間であって神ではありませんが、わたしたちの統治権の範囲内で可能な限りすべ
ての面で創造者を反映すべきです。
人は神のように、選択の能力、すなわち、道徳的命令に従って行動する自由が与えられました。そ
の結果、愛して服従するか、信じないで不服従にとどまるかは、アダムの自由でした。神は人間を
誤った選択をする危険にさらされました。
なぜなら、人は選択の自由が与えられているときにのみ、神自身の本質である愛の原則を完全に
表すような品性を、発達させることができるからです（Ⅰヨハネ４：８）。
アダムに対する神のみ旨は❶全身（全心）全霊をもって神を愛し、❷自分を愛するように❸他人を
愛するという神のかたちの最高の表現を達成することでした（マタイ22：36～４０）。

(人間の本性 アドベンチストの信仰第７章 P.145、１４７)
→ヨハネの手紙一4：8 愛することのない者は神を知りません。神は愛だからです。
→マタイによる福音書22：36～40 「先生、律法の中で、どの掟が最も重要でしょうか。」37イエ
スは言われた。「『心を尽くし、精神（→聖書協会共同訳：魂）を尽くし、思いを尽くして[with all
thy heart, and with all thy soul, and with all thy mind]、あなたの神である主を愛し
なさい。』38これが最も重要な第一の掟である。39第二も、これと同じように重要である。『隣人
を自分のように愛しなさい。』40律法全体と預言者は、この二つの掟に基づいている。」



マタイによる福音書23：23
律法学者たちとファリサイ派の人々、あなたたち偽善者は不幸だ。薄荷、いのんど、茴香（ウイキョウ）の十分の
一は献げるが、律法の中で最も重要な正義、慈悲、誠実はないがしろにしているからだ。これこそ行うべきこと
である。もとより、十分の一の献げ物もないがしろにしてはならないが。

パリサイ人、ユダヤ教の指導者たち。あなたがたは偽善者です。自分の畑でとれる、はっかの葉の最後の一枚
に至るまで、実にきちょうめんに十分の一をささげているのに、律法の中ではるかに大切な正義と思いやり、
信仰はおろそかにしています。もちろん十分の一はささげるべきですが、もっと大切なことをなおざりにして
は何にもなりません。

思いやり mercy＝他人の立場に立って考え、気遣いをする気持ち、またはその行動

ἔλεος

偽善者達よ！

eleos ＝思いやり、慈悲 →メルシー（仏）ありがとう

★おもてなしOmotenash＝おせったい おせっかい




